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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

【 問 題 と 目 的 】  

社 会 的 養 護 の もと で 育つ 子 ど も は ア タッ チ メン ト 対 象 と の 分離 な どか ら 社 会 的 認 知に 何 らか の 影

響 を 受 け て い る可 能 性が あ り 、 そ れ が養 育 者と の 関 係 構 築 を難 し くす る 要 因 の ひ とつ で ある と 考 え

ら れ て い る 。 本研 究 は、 社 会 的 場 面 にお け る子 ど も の 視 線 等を 測 定す る こ と に よ り、 社 会的 養 護 の

も と で 育 つ 子 ども の 発達 及 び 行 動 と 社会 的 認知 発 達 の 特 徴 を調 査 し、 そ れ が 他 者 との 相 互交 流 に 及

ぼ す 影 響 に つ いて 探 索的 に 検 討 す る こと を 目的 と し た 。  

【 方 法 】  

乳 児 院 入 所 児 34 名 （ 男児 18 名 ， 女 児 16 名 ， 平 均 26.18±11.35 か 月） と 保 育 園 児 28 人 （ 男児 21

人 ， 女 児 7 人 ， 平 均 29.36±7.47 ヵ 月 ） を対 象と し て 、 遊 び 場面 や 共同 注 視 場 面 な どの 画 像課 題 を

用 い た 視 線 測 定及 び 体表 温 度 、 発 汗 測定 を おこ な っ た 。 ま た、 子 ども の 発 達 及 び 行動 評 価の た め

に 、 子 ど も の 担当 保 育者 を 対 象 に Vineland-II 適 応 行 動 尺 度 （ Vineland） と 養 育 問 題の あ る子 ど も

の た め の チ ェ ック リ スト （ CMYC） を 実施 し た。 デ ー タ は 計 測解 析 ソフ ト ウ ェ ア を 用い て 分析 し た 。

な お 、 本 研 究 は東 京 学芸 大 学 研 究 倫 理審 査 委員 会 の 承 認 を 得て 実 施さ れ た （ 承 認 番 号 677）。  

【 結 果 】  

1.  Vineland の 社 会 性 に おい て 、 乳 児 院 の子 ど もは 保 育 園 児 に 比べ て 有意 に 高 か っ た （ U = 217.00, 

p < .001, r = .44）。  

2.  挨 拶 場 面 で 「 こん に ちは 」 と 挨 拶 し てい な い左 側 の 女 性 （ U = 608.00, p =.018, r = .31）、 共

同 注 視 場 面 の 顔（ U = 638.00, p =.005, r = .36）、 マ ラ カ ス （ U = 280.50, p =.013, r 

= .32）、 そ の 他（ U = 299.50, p =.026, r = .29）、 母 子 の 相 互交 流 場面 の そ の 他 （ U = 

305.00, p =.030, r = -.28）、 共 感 場 面の ぬ いぐ る み （ U = 494.00, p =.044, r = .27） に お

け る 注 視 時 間 に有 意 差が 認 め ら れ 、 乳児 院 の子 ど も に 比 べ て保 育 園児 は 人 の 顔 を よく 見 る傾 向

に あ っ た 。 ま た、 挨 拶場 面 で は 、 女 性が 挨 拶す る ま で の 合 計注 視 時間 が 、 乳 児 院 の子 ど もに 比

べ て 保 育 園 児 は有 意 に長 く （ U = 265.50, p =.007, r = -.35）、 保 育園 児 は 乳 児 院 の子 ど もに

比 べ て 、「 こ ん にち は 」と 挨 拶 を す る 女性 以 外の 場 所 も 注 視 して い た。  

3.  挨 拶 場 面 で 「 こん に ちは 」 と 挨 拶 し てい な い左 側 の 女 性 （ U = 664.50, p =.001, r = .42）、 挨

拶 し て い る 右 側の 女 性（ U = 608.50, p =.017, r = -.31）、 その 他 （ U = 640.00, p =.004, r 

= .37）、 共 同 注視 場 面の 顔 （ U = 677.00, p = <.001, r = .44）、 その 他 （ U = 292.00, p 

= .017, r = .31）、 母子 の 相 互 交 流 場面 の 子ど も の 顔 （ U = 723.50, p <.001, r = .53）、母 親

の 顔 （ U = 612.00, p =.014, r = .32）、 共 感場 面 の ぬ い ぐ るみ （ U = 522.50, p = .009, r 

= .35） に 対 す る訪 問 回数 に 有 意 差 が 認め ら れ、 保 育 園 児 は 乳児 院 の子 ど も に 比 べ て、 刺 激に 接

近 す る 頻 度 が 高く 、 特に 繰 り 返 し 顔 を注 視 して い た 。  

4.  共 同 注 視 課 題 の通 過 得点 で は 、 有 意 な差 は 認め ら れ な か っ た（ U = 395.00, p =.674, r 

= .06）。  

【 考 察 お よ び 今後 の 課題 】  

本 研 究 結 果 よ り、 乳 児院 の 子 ど も は 、自 ら 社会 的 情 報 を 得 るた め に顔 を 見 る こ と が少 な い可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。ま た 、こ れ ま で の 養 育経 験 によ る 影 響 が 適 応行 動 の獲 得 に 関 連 し てい る こと や 、 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョン の 中断 に よ る 脅 威 に敏 感 であ る 可 能 性 が 示唆 さ れた 。 し た が っ て、 社 会的 養 護 の

も と に い る 子 ども の 養育 者 や 支 援 者 は子 ど もか ら の 相 互 作 用の サ イン を 受 動 的 に 待つ の では な く 、

積 極 的 に ポ ジ ティ ブ な相 互 作 用 を 伴 うか か わり を お こ な う こと が 望ま れ る 。 一 方 で、 本 研究 は 対 象

者 数 が 少 な い ため 一 般化 に は 限 界 が ある 。 また 、 子 ど も の これ ま での 養 育 環 境 と 施設 で の養 育 環 境

を 考 慮 す る た めに は 、入 所 時 期 や 入 所期 間 を考 慮 し た 上 で の検 討 や、 縦 断 的 な 研 究も 必 要で あ る と

考 え ら れ る 。  

 

【研究成果発表方法】 
・  社 会 的 養 護 下 の乳 幼 児の 発 達 及 び 行 動特 徴 が社 会 的 認 知 に 及ぼ す 影響 ， 岩 﨑 美 奈 子・ 山 崎知 克 ，

第 33 回 日 本 乳 幼 児 ・ 医学 心 理 学 会 口 頭発 表  
・  Exploring  So cia l  Cogni t ive  De ve lopment  in  Chi ldre n:  A Pi lo t  Study  at  a  Chi ldren ’s  Home. ,  

M.  Iwasaki . ,  T.  Yamazaki ,  Y.  I shi zaki ,  E.  Furukawa,  N.  Fukuchi ,  C.  Hayashi ,  S .  Mashino ,  Y.  
Inoue ,  and  M.  Umeda . ,  Chi ld  Abuse  Re view（ 投 稿 中 ）  



※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


